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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信信号から受信シンボルのレプリカ信号を除去した信号と拡散符号との相関値を検出
する相関値検出手段と、除去したシンボルの個数を計数する計数手段と、前記相関値検出
手段から出力された相関値に基づいて遅延プロファイルを作成し、前記計数手段の計数値
が所定の閾値を越えた時点で前記遅延プロファイルを更新する遅延プロファイル作成手段
と、前記作成、更新した遅延プロファイルに基づいて各パスの受信時刻を推定する受信時
刻推定手段と、を具備することを特徴とする受信装置。
【請求項２】
　遅延プロファイルに基づいて既知シンボルを用いて回線推定値をパス毎に算出する回線
推定値算出手段を具備することを特徴とする請求項１記載の受信装置。
【請求項３】
　前記回線推定値算出手段は、前記計数手段の計数値が所定の閾値を越えた時点で回線推
定値を算出することを特徴とする請求項２記載の受信装置。
【請求項４】
　既知シンボルおよび復調シンボルを拡散してレプリカ信号を生成するレプリカ信号生成
手段を具備し、前記相関値検出手段は、受信信号から既知シンボル及び復調シンボルのレ
プリカ信号を除去した信号に既に生成した既知シンボルのレプリカ信号を加算した信号と
拡散符号との相関値を検出することを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載
の受信装置。
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【請求項５】
　遅延プロファイル及び回線推定値に基づいてパス毎の相関値の回線変動を補償して合成
する合成手段を具備し、前記レプリカ信号生成手段は、前記遅延プロファイルに基づいて
前記合成手段の出力信号の復調シンボルを遅延させて前記回線推定値を乗算して拡散する
ことにより復調シンボルのレプリカ信号を生成することを特徴とする請求項４記載の受信
装置。
【請求項６】
　レプリカ信号生成手段は、遅延プロファイルに基づいて、予め格納された既知シンボル
を遅延させて回線推定値を乗算して拡散することにより既知シンボルのレプリカ信号を生
成することを特徴とする請求項４記載の受信装置。
【請求項７】
　既知シンボルおよび復調シンボルのレプリカ信号を生成するレプリカ信号生成手段を具
備し、前記相関値検出手段は、受信信号から復調シンボルのレプリカ信号を除去した信号
と拡散符号との相関値に前回生成した既知シンボルのレプリカ信号を加算することを特徴
とする請求項１から請求項６のいずれかに記載の受信装置。
【請求項８】
　遅延プロファイル及び回線推定値に基づいて相関値のパス毎の回線変動を補償して合成
する合成手段を具備し、前記レプリカ信号生成手段は、前記遅延プロファイルに基づいて
前記合成手段の出力信号の復調シンボルを遅延させて前記回線推定値を乗算することによ
り復調シンボルのレプリカ信号を生成することを特徴とする請求項７記載の受信装置。
【請求項９】
　レプリカ信号生成手段は、遅延プロファイルに基づいて、予め格納された既知シンボル
を遅延させて回線推定値を乗算することにより既知シンボルのレプリカ信号を生成するこ
とを特徴とする請求項７記載の受信装置。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９のいずれかに記載の受信装置を搭載することを特徴とする基地局
装置。
【請求項１１】
　受信信号から受信シンボルのレプリカ信号を除去した信号と拡散符号との相関値を検出
する工程と、除去したシンボルの個数を計数する工程と、検出した相関値に基づいて遅延
プロファイルを作成する工程と、前記計数したシンボルの個数が所定の閾値を越えた時点
で前記遅延プロファイルを更新する工程と、作成、更新した遅延プロファイルに基づいて
各パスの受信時刻を推定する工程と、を具備することを特徴とする受信時刻推定方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＣＤＭＡ方式の移動体通信システムの基地局装置等に用いられる受信装置およ
び受信時刻推定方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
移動体通信システムでは、無線送信された信号が、無線伝播路で反射物に反射することに
より、受信側の装置に受信時刻が異なる複数パスの信号として受信される。
【０００３】
多重分割方式の１つであるＣＤＭＡ方式は、遅延プロファイルに基づいて各パスの受信時
刻を推定し、各パスを経由して受信された信号を分離してＲＡＫＥ合成することができる
特徴を有する。このため、ＣＤＭＡ方式は、マルチパス環境下であっても高品質な受信を
行うことができ、チャネル容量の増加を図ることができることから注目されている。
【０００４】
以下、従来のＣＤＭＡ方式の受信装置の構成について、図６のブロック図を用いて説明す
る。
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【０００５】
整合フィルタ１１は、入力信号とユーザ固有の拡散符号との相関を検出する。整合フィル
タ１１にて検出された相関値は、遅延プロファイル作成器１２、回線推定値算出器１３及
びＲＡＫＥ合成器１４に入力される。
【０００６】
遅延プロファイル作成器１２は、相関値に対して閾値判定することにより各パス毎に受信
時刻を推定し、回線推定値算出器１３、ＲＡＫＥ合成器１４に各パスの受信時刻を示す信
号を出力する。
【０００７】
回線推定値算出器１３は、パス毎に回線推定値ｈａを算出し、ＲＡＫＥ合成器１４に回線
推定値の共役複素数ｈａ*を出力する。
【０００８】
ＲＡＫＥ合成器１４は、相関値に回線推定値の共役複素数ｈａ*を乗算して回線変動を補
償し、各パスの受信時刻に基づいてシンボル単位でＲＡＫＥ合成を行って品質を向上させ
る。そして、ＲＡＫＥ合成器１４は、識別器１５にＲＡＫＥ合成後のシンボルを出力する
。
【０００９】
識別器１５は、逆拡散された各シンボルに対して硬判定を行い、復調シンボルを出力する
。
【００１０】
このように、従来の受信装置は、遅延プロファイルに基づいて各パスの受信時刻を推定し
、各パスを経由して受信された信号を分離してＲＡＫＥ合成して硬判定することにより、
復調シンボルを出力している。
【００１１】
ここで、ＣＤＭＡ方式では、同一周波数帯域で複数のユーザの信号が伝送されるため、各
ユーザ信号の拡散符号が互いに直交していない場合、各ユーザ信号は他のユーザ信号と完
全に分離することはできない。さらに、各ユーザ信号の拡散符号が互いに直交していても
時間相関が０でない場合には干渉が生ずる。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の受信装置は、干渉が全く除かれていない受信信号を用いている
ため、受信時刻の検出精度が悪く、受信品質の向上に一定の限界があるという問題を有し
ている。
【００１３】
本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、遅延プロファイルを更新することにより
高精度に受信時刻を推定し、受信品質の向上を図ることができる受信装置および受信時刻
推定方法を提供することを目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
本発明の受信装置は、受信信号から受信シンボルのレプリカ信号を除去した信号と拡散符
号との相関値を検出する相関値検出手段と、この相関値検出手段から出力された相関値に
基づいて遅延プロファイルを作成する遅延プロファイル作成手段と、作成した遅延プロフ
ァイルに基づいて各パスの受信時刻を推定する受信時刻推定手段と、を具備する構成を採
る。
【００１５】
この構成により、受信信号から復調データシンボルのレプリカ信号を除去した信号を用い
ることができるので、遅延プロファイルを更新して作成することができ、高精度に受信時
刻を推定し、受信品質の向上を図ることができる。
【００１６】
本発明の受信装置は、除去したシンボルの個数を計数する計数手段を具備し、遅延プロフ
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ァイル作成手段は、前記計数手段の計数値が所定の閾値を越えた時点で遅延プロファイル
を更新する構成を採る。
【００１７】
この構成により、遅延プロファイルを更新するタイミングを制御することができるので、
受信時刻の推定精度と演算量とのバランスをとることができる。
【００１８】
本発明の受信装置は、遅延プロファイルに基づいて既知シンボルを用いて回線推定値をパ
ス毎に算出する回線推定値算出手段を具備する構成を採る。
【００１９】
この構成により、更新された遅延プロファイルに基づいて回線推定値を算出できるので、
回線推定値の精度の向上を図ることができる。
【００２０】
本発明の受信装置は、除去したシンボルの個数を計数する計数手段を具備し、回線推定値
算出手段は、前記計数手段の計数値が所定の閾値を越えた時点で回線推定値を算出する構
成を採る。
【００２１】
この構成により、回線推定値を更新するタイミングを制御することができるので、回線推
定値の精度と演算量とのバランスをとることができる。
【００２２】
本発明の受信装置は、既知シンボルおよび復調シンボルを拡散してレプリカ信号を生成す
るレプリカ信号生成手段を具備し、相関値検出手段は、受信信号から既知シンボル及び復
調シンボルのレプリカ信号を除去した信号に既に生成した既知シンボルのレプリカ信号を
加算した信号と拡散符号との相関値を検出する構成を採る。
【００２３】
本発明の受信装置は、遅延プロファイル及び回線推定値に基づいてパス毎の相関値の回線
変動を補償して合成する合成手段を具備し、レプリカ信号生成手段は、前記遅延プロファ
イルに基づいて前記合成手段の出力信号の復調シンボルを遅延させて前記回線推定値を乗
算して拡散することにより復調シンボルのレプリカ信号を生成する構成を採る。
【００２４】
これらの構成により、受信信号から既知シンボル及び復調データシンボルのレプリカ信号
を除去して既知シンボルのレプリカ信号を加算した信号を用いることができるので、遅延
プロファイルを更新して作成することができ、高精度に受信時刻を推定し、受信品質の向
上を図ることができる。
【００２５】
本発明の受信装置は、レプリカ信号生成手段は、遅延プロファイルに基づいて、予め格納
された既知シンボルを遅延させて回線推定値を乗算して拡散することにより既知シンボル
のレプリカ信号を生成する構成を採る。
【００２６】
この構成により、格納されたパイロットシンボルを再拡散してパイロットシンボルのレプ
リカ信号を生成することができるので、パイロットシンボルの仮判定値を用いてパイロッ
トシンボルのレプリカ信号を生成する場合より、さらに高精度に受信時刻を推定すること
ができる。
【００２７】
本発明の受信装置は、既知シンボルおよび復調シンボルのレプリカ信号を生成するレプリ
カ信号生成手段を具備し、相関値検出手段は、受信信号から復調シンボルのレプリカ信号
を除去した信号と拡散符号との相関値に前回生成した既知シンボルのレプリカ信号を加算
する構成を採る。
【００２８】
本発明の受信装置は、遅延プロファイル及び回線推定値に基づいて相関値のパス毎の回線
変動を補償して合成する合成手段を具備し、レプリカ信号生成手段は、前記遅延プロファ
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イルに基づいて前記合成手段の出力信号の復調シンボルを遅延させて前記回線推定値を乗
算することにより復調シンボルのレプリカ信号を生成する構成を採る。
【００２９】
この構成により、入力信号を逆拡散して、再拡散前の既知シンボルのレプリカ信号を加算
することができるので、既知シンボルの再拡散を初回のみ行えば良く、演算量の削減を図
ることができる。
【００３０】
本発明の受信装置は、レプリカ信号生成手段は、遅延プロファイルに基づいて、予め格納
された既知シンボルを遅延させて回線推定値を乗算することにより既知シンボルのレプリ
カ信号を生成する構成を採る。
【００３１】
この構成により、格納されたパイロットシンボルを再拡散してパイロットシンボルのレプ
リカ信号を生成することができるので、パイロットシンボルの仮判定値を用いてパイロッ
トシンボルのレプリカ信号を生成する場合より、さらに高精度に受信時刻を推定すること
ができる。
【００３２】
本発明の基地局装置は、上記いずれかに記載の受信装置を搭載する構成を採る。また、本
発明の通信端末装置は、上記基地局装置と無線通信を行う構成を採る。
【００３３】
この構成により、高精度に受信時刻を推定することができるので、受信品質の向上を図る
ことができ、チャネル容量の増加を図ることができる。
【００３４】
本発明の受信時刻推定方法は、受信信号から受信シンボルのレプリカ信号を除去した信号
と拡散符号との相関値を検出し、検出した相関値に基づいて遅延プロファイルを作成し、
作成した遅延プロファイルに基づいて各パスの受信時刻を推定することとした。
【００３５】
この方法により、受信信号から復調データシンボルのレプリカ信号を除去した信号を用い
ることができるので、遅延プロファイルを更新して作成することができ、高精度に受信時
刻を推定し、受信品質の向上を図ることができる。
【００３６】
【発明の実施の形態】
本発明の骨子は、受信信号から復調データシンボルのレプリカ信号を除去して既知シンボ
ルのレプリカ信号を加算した信号を用いることにより、遅延プロファイルを更新して作成
することである。
【００３７】
以下、本発明の実施の形態について、添付図面を参照して詳細に説明する。
【００３８】
（実施の形態１）
図１は、本発明の実施の形態１に係る受信装置の構成を示すブロック図である。
【００３９】
スイッチ１０１は、受信信号または減算器１１１から出力された信号のいずれかを入力信
号として選択し、遅延器１０２及び各逆拡散部１０３-1～nに出力する。
【００４０】
遅延器１０２は、スイッチ１０１により選択された信号からパイロットシンボル部分を取
り除き、所定の時間だけ遅延させて減算器１１１に出力する。
【００４１】
各逆拡散部１０３-1～nは、スイッチ１０１により選択された信号とレプリカ信号バッフ
ァ１１２から出力されたパイロットシンボルのレプリカ信号を加算して逆拡散処理を行う
。なお、各逆拡散部１０３-1～nの内部構成の詳細については後述する。
【００４２】
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各識別器１０４-1～nは、逆拡散された各シンボルに対して硬判定を行う。そして、各識
別器１０４-1～nは、再拡散器１０９に硬判定後のパイロットシンボルを出力し、対応す
る尤度計算器１０５-1～n及び判定値バッファ１０６に硬判定後のデータシンボルを出力
する。
【００４３】
各尤度計算器１０５-1～nは、対応する逆拡散部１０３-1～nから出力されたデータシンボ
ルと対応する識別器１０４-1～nから出力されたデータシンボル、すなわち、硬判定前後
のデータシンボルの尤度を、単位区間（例えば１スロット区間）に存在する全データシン
ボルについて計算し、尤度バッファ１０７に尤度を示す信号を出力する。
【００４４】
判定値バッファ１０６は、硬判定後のデータシンボルを格納し、順位決定器１０８から出
力された信号に基づき、尤度の最も高い硬判定後のデータシンボルを復調データシンボル
して出力するとともに再拡散器１０９に出力する。
【００４５】
順位決定器１０８は、尤度バッファ１０７に格納された尤度に基づいて未復調の全データ
シンボルに対して順位を付け（以下、未復調の全データシンボルに対して順位を付ける処
理を「ランキング処理」という）、尤度が最も高いデータシンボルを示す信号を、判定値
バッファ１０６及び再拡散器１０９に出力する。
【００４６】
再拡散器１０９は、硬判定後のパイロットシンボルに回線推定値ｈａを乗算して再拡散を
行い、レプリカ信号バッファ１１２に再拡散後のパイロットシンボルを出力する。また、
再拡散器１０９は、順位決定器１０８から出力された信号に基づいて判定値バッファ１０
６から出力された復調データシンボルを認識し、復調データシンボルに回線推定値ｈａを
乗算して再拡散を行い、カウンタ１１０及び減算器１１１に再拡散後のデータシンボルを
出力する。
【００４７】
カウンタ１１０は、再拡散器１０９にて再拡散されたデータシンボルの数、すなわち、復
調データシンボルの数を計数し、計数値が予め設定された閾値に到達した場合に、各逆拡
散部１０３-1～nに処理開始タイミングを示すタイミング信号を出力する。例えば、閾値
が３である場合、カウンタ１１０は、３個のデータシンボルが復調された時点でタイミン
グ信号を出力する。
【００４８】
減算器１１１は、遅延器１０２から出力された受信信号から再拡散されたデータシンボル
を減算し、スイッチ１０１に減算処理後の信号を出力する。
【００４９】
レプリカ信号バッファ１１２は、再拡散されたパイロットシンボルを一時的に格納し、各
逆拡散部１０３-1～nに出力する。
【００５０】
次に、各逆拡散部１０３-1～nの内部構成について、図２のブロック図を用いて詳細に説
明する。ただし、各逆拡散部１０３-1～nは、すべて同一の構成および動作となる。従っ
て、以下の説明では、ユーザ１に対応する逆拡散部１０３-1についてのみ説明する。
【００５１】
加算器２０１-1は、スイッチ１０１により選択された信号とレプリカ信号バッファ１１２
から出力されたパイロットシンボルのレプリカ信号を加算する。
【００５２】
整合フィルタ２０２-1は、加算器２０１-1の出力信号とユーザ１に割り当てられた拡散符
号との相関を検出する。整合フィルタ２０２-1にて検出された相関値は、遅延プロファイ
ル作成器２０３-1、回線推定値算出器２０４-1及びＲＡＫＥ合成器２０５-1に入力される
。
【００５３】
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遅延プロファイル作成器２０３-1は、カウンタ１１０から出力されたタイミング信号を入
力した時点で、遅延プロファイルを更新作成し、相関値に対して閾値判定することにより
各パス毎に受信時刻を推定し、回線推定値算出器２０４-1、ＲＡＫＥ合成器２０５-1及び
再拡散器１０４９-1に各パスの受信時刻を示す信号を出力する。例えば、閾値が３である
場合、遅延プロファイル作成器２０３-1は、３個のデータシンボルが復調された時点でタ
イミング信号を入力し、遅延プロファイルを作成して受信時刻を推定する。遅延プロファ
イルを更新するタイミングを制御することにより、受信時刻の推定精度と演算量とのバラ
ンスをとることができる。
【００５４】
回線推定値算出器２０４-1は、カウンタ１１０から出力されたタイミング信号を入力した
時点で、パス毎に回線推定値ｈａを算出し、ＲＡＫＥ合成器２０５-1に回線推定値の共役
複素数ｈａ*を出力し、再拡散器１０９に回線推定値ｈａを出力する。例えば、閾値が３
である場合、回線推定値算出器２０４-1は、３個のデータシンボルが復調された時点でタ
イミング信号を入力し、回線推定値を算出する。回線推定値を更新するタイミングを制御
することにより、回線推定値の精度と演算量とのバランスをとることができる。
【００５５】
ＲＡＫＥ合成器２０５-1は、相関値に回線推定値の共役複素数ｈａ*を乗算して回線変動
を補償し、各パスの受信時刻に基づいてシンボル単位でＲＡＫＥ合成を行って品質を向上
させる。そして、ＲＡＫＥ合成器２０５-1は、識別器１０４-1及び尤度計算器１０５-1に
ＲＡＫＥ合成後のシンボルを出力する。
【００５６】
なお、ＲＡＫＥ合成器２０５-1は、遅延プロファイル作成器２０３-1にて新たに各パスの
受信時刻が検出され、回線推定値算出器２０４-1にて新たに回線推定値が算出された場合
、更新された各パスの受信時刻及び回線推定値を用いて処理を行う。
【００５７】
また、遅延プロファイル作成器２０３-1における遅延プロファイルを作成して受信時刻を
推定するタイミングと、回線推定値算出器２０４-1における回線推定値を算出するタイミ
ングとを異ならせることも可能である。
【００５８】
次に、上記受信装置におけるパイロットシンボルの処理の流れについて説明する。
【００５９】
ＲＡＫＥ合成器２０５-1～nでＲＡＫＥ合成されたパイロットシンボルは、それぞれ識別
器１０４-1～n及び尤度計算器１０５-1～nに出力される。
【００６０】
ＲＡＫＥ合成されたパイロットシンボルは、識別器１０４-1～nにて硬判定されて再拡散
器１０９に出力される。
【００６１】
硬判定されたパイロットシンボルは、再拡散器１０９にて送信側と同様の拡散符号により
再拡散されてパイロットシンボルのレプリカ信号が生成され、レプリカ信号バッファ１１
２に出力される。
【００６２】
パイロットシンボルのレプリカ信号は、レプリカ信号バッファ１１２に一時的に格納され
た後、カウンタ１１０から出力されたタイミング信号が入力された時点で，各逆拡散部１
０３-1～nに出力され、各逆拡散部１０３-1～nにおいて、受信信号から復調データシンボ
ルが除去された信号に加算され、相関値検出、回線推定値算出及びＲＡＫＥ合成が行われ
る。
【００６３】
そして、データシンボルが全て復調されるまで、パイロットシンボルに対する上記の一連
の処理が繰り返される。
【００６４】
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次に、上記受信装置におけるデータシンボルの処理の流れについて説明する。
【００６５】
ＲＡＫＥ合成器２０５-1～nでＲＡＫＥ合成されたデータシンボルは、それぞれ識別器１
０４-1～n及び尤度計算器１０５-1～nに出力される。
【００６６】
ＲＡＫＥ合成されたデータシンボルは、識別器１０４-1～nにて硬判定され尤度計算器１
０５-1～nに出力される。
【００６７】
硬判定後のデータシンボルは、それぞれ尤度計算器１０５-1～nと判定値バッファ１０６
とに出力される。硬判定後のデータシンボルは、判定値バッファ１０６に一時的に格納さ
れる。
【００６８】
一方、尤度計算器１０５-1～nには、ＲＡＫＥ合成器２０５-1～nより出力された硬判定前
のシンボルと、識別器１０４-1～nより出力された硬判定後のシンボルとが入力され、尤
度計算器１０５-1～nにおいて各データシンボルの尤度が計算される。尤度は、尤度バッ
ファ１０７に一時的に格納される。
【００６９】
そして、順位決定器１０８において、尤度バッファ１０７に格納されている尤度に基づく
ランキング処理が行われ、尤度が最も高いデータシンボルを示す信号が判定値バッファ１
０６及び再拡散器１０９に出力される。
【００７０】
判定値バッファ１０６では、尤度が最も高い硬判定後のデータシンボルが復調データシン
ボルとして図示しない他の機器に出力されるとともに再拡散器１０９に出力される。
【００７１】
復調データシンボルは、再拡散器１０９にて送信側と同様の拡散符号により再拡散されて
復調データシンボルのレプリカ信号が生成され、減算器１１１に出力される。
【００７２】
減算器１１１では、遅延器１０２から出力された信号から復調データシンボルのレプリカ
信号が減算され、スイッチ１０１を介して、遅延器１０２および各逆拡散部１０３-1～n
に出力され、各逆拡散部１０３-1～nにおいて、パイロットシンボルのレプリカ信号と加
算され、相関値検出、回線推定値算出及びＲＡＫＥ合成が行われる。
【００７３】
そして、データシンボルが全て復調されるまで、上記の一連の処理が繰り返される。
【００７４】
このように、受信信号からパイロットシンボル及び復調データシンボルのレプリカ信号を
除去してパイロットシンボルのレプリカ信号を加算した信号を用いることにより、遅延プ
ロファイルを更新して作成することができ、高精度に受信時刻を推定し、受信品質の向上
を逐次的に図ることができる。
【００７５】
（実施の形態２）
図３は、実施の形態２に係る受信装置の構成を示すブロック図である。なお、図３に示す
受信装置において、図１に示した受信装置と共通する構成部分に関しては、図１と同一符
号を付して説明を省略する。
【００７６】
図３の受信装置は、図１に示した受信装置と比較して、パイロットシンボルバッファ３０
１を追加した構成をとる。
【００７７】
パイロットシンボルバッファ３０１は、パイロットシンボルを格納する。
【００７８】
各識別器１０４-1～nは、逆拡散された各シンボルに対して硬判定を行う。そして、対応
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する尤度計算器１０５-1～n及び判定値バッファ１０６に硬判定後のデータシンボルを出
力する。
【００７９】
再拡散器１０９は、パイロットシンボルバッファ３０１に格納されているパイロットシン
ボルに回線推定値ｈａを乗算して再拡散を行い、レプリカ信号バッファ１１２に再拡散後
のパイロットシンボルを出力する。また、再拡散器１０９は、順位決定器１０８から出力
された信号に基づいて判定値バッファ１０６から出力された復調データシンボルを認識し
、復調データシンボルに回線推定値ｈａを乗算して再拡散を行い、カウンタ１１０及び減
算器１１１に再拡散後のデータシンボルを出力する。
【００８０】
このように、パイロットシンボルは既知であることから、パイロットシンボルを格納する
バッファを用意し、格納されたパイロットシンボルを再拡散してパイロットシンボルのレ
プリカ信号を生成することにより、上記実施の形態１で説明したパイロットシンボルの仮
判定値を用いてパイロットシンボルのレプリカ信号を生成する場合より、さらに高精度に
受信時刻を推定することができる。
【００８１】
（実施の形態３）
ここで、拡散及び逆拡散は線形演算であることから、上記実施の形態２に示したように入
力信号に再拡散したパイロットシンボルの拡散レプリカ信号を加算して逆拡散することは
、逆拡散した入力信号に再拡散前のパイロットシンボルのシンボルレプリカ信号を加算す
ることと等価である。
【００８２】
図４は、実施の形態３に係る受信装置の構成を示すブロック図であり、図５は、実施の形
態３に係る受信装置の逆拡散部の構成を示すブロック図である。なお、図４に示す受信装
置において、図３に示した受信装置と共通する構成部分に関しては、図３と同一符号を付
して説明を省略する。また、図５に示す逆拡散部において、図２に示した逆拡散部と共通
する構成部分に関しては、図２と同一符号を付して説明を省略する。
【００８３】
図４の受信装置は、図３に示した受信装置と比較して、回線変動乗算器４０１を追加した
構成を採る。また、図５の逆拡散部は、図２に示した逆拡散部と比較して、整合フィルタ
１０２-1と加算器１０１-1との位置関係が変更された構成を採る。
【００８４】
図４に示す受信装置の回線変動乗算器４０１は、パイロットシンボルバッファ３０１に格
納されたパイロットシンボルを遅延させ、さらに、回線推定値ｈａを乗算してパイロット
シンボルのシンボルレプリカ信号を生成し、レプリカ信号バッファ１１３に格納する。す
なわち、レプリカ信号バッファ１１３には、拡散前のパイロットシンボルのシンボルレプ
リカ信号が格納される。
【００８５】
図５に示す逆拡散部の整合フィルタ２０２-1は、スイッチ１０１にて選択された信号とユ
ーザ１に割り当てられた拡散符号との相関を検出し、加算器２０１-1に相関値を出力する
。
【００８６】
加算器２０１-1は、整合フィルタ２０２-1の出力信号とレプリカ信号バッファ１１２に格
納されているパイロットシンボルのシンボルレプリカ信号とを加算する。本実施の形態に
おける加算器２０１-1の加算結果は、上記実施の形態1における整合フィルタ２０２-1か
ら出力される相関値と等しくなる。
【００８７】
このように、入力信号を逆拡散して、再拡散前のパイロットシンボルのシンボルレプリカ
信号を加算することにより、パイロットシンボルの再拡散を初回のみ行えば良いので、演
算量の削減を図ることができる。
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さらに、回線変動乗算器４０１に回線推定値を格納するバッファ機能を持たせ、適当なタ
イミングでパイロットシンボルのシンボルレプリカ信号を生成して各加算器１０１-1～n
に出力することにより、パイロットシンボルの拡散レプリカ信号を格納する必要がなくな
るので、レプリカ信号バッファ１１２を小型化することが可能となりが不要となり、装置
構成の簡素化を図ることができる。
【００８９】
なお、上記各実施の形態では、尤度を計算し、尤度に基づいてランキング処理を行い除去
するう場合について説明したが、本発明はこれに限られず、尤度が所定の閾値を越えるデ
ータシンボルを全て復調し除去する場合にも適用することができる。
【００９０】
また、上記各実施の形態では、１回のランキング処理で最も尤度が高いシンボルのみを復
調する場合について説明したが、本発明はこれに限られず、１回のランキング処理で複数
のデータシンボルを復調する場合にも適用することができる。
【００９１】
また、上記各実施の形態では、シンボルのレプリカ信号を作成し除去する場合について説
明したが、本発明はこれに限られず、干渉信号除去装置を用いる場合にも適用することが
できる。
【００９２】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の受信装置および受信時刻推定方法によれば、遅延プロファ
イルを更新し高精度に受信時刻を推定することができ、受信品質の向上を図ることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１に係る受信装置の構成を示すブロック図
【図２】上記実施の形態に係る受信装置の逆拡散部の内部構成を示すブロック図
【図３】本発明の実施の形態２に係る受信装置の構成を示すブロック図
【図４】本発明の実施の形態３に係る受信装置の構成を示すブロック図
【図５】上記実施の形態に係る受信装置の逆拡散部の内部構成を示すブロック図
【図６】従来の受信装置の構成を示すブロック図
【符号の説明】
１０３　逆拡散部
１０４　識別器
１０５　尤度計算器
１０６　判定値バッファ
１０７　尤度バッファ
１０８　順位決定器
１０９　再拡散器
１１０　カウンタ
１１１　減算器
１１２　レプリカ信号バッファ
２０１　加算器
２０２　整合フィルタ
２０３　遅延プロファイル作成器
２０４　回線推定値算出器
２０５　ＲＡＫＥ合成器
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